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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）
　（Ａ）０.１～６質量％のナイロン１２繊維
　（Ｂ）固形分濃度として０.５～２５質量％の、アクリル酸アルキル共重合体、酢
　　　酸ビニル重合体およびビニルピロリドン・スチレン共重合体からなる群より選
　　　ばれる１種または２種以上の水不溶性皮膜形成ポリマーエマルション
　（Ｃ）水
　（Ｄ）油性成分
を配合し、２号アルミコーンを用いて３０℃にて測定した稠度値が１７０～３５０である
ことを特徴とする水中油型睫用化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）の繊維の伸度が７０％以上である請求項１記載の水中油型睫用化粧料。
【請求項３】
　成分（Ｂ）のポリマーエマルションが、ポリ酢酸ビニルポリマーエマルションおよび／
またはビニルピロリドン・スチレン共重合体ポリマーエマルションである請求項１または
２記載の水中油型睫用化粧料。
【請求項４】
　成分（Ａ）の繊維の太さが０.１～２０デシテックス、長さが０.１～５ｍｍであること
を特徴とする請求項１～３のいずれかの項に記載の水中油型睫用化粧料。
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【請求項５】
　成分（Ａ）の繊維の断面形状が異形であることを特徴とする請求項１～４のいずれかの
項に記載の水中油型睫用化粧料。
【請求項６】
　成分（Ａ）の繊維がその表面を無水ケイ酸で処理されたものであることを特徴とする請
求項１～５のいずれかの項に記載の水中油型睫用化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水中油型睫用化粧料に関し、更に詳しくは、ナイロン１２系の繊維と水不溶
性皮膜形成ポリマーを配合し、かつその稠度を調整することにより、睫を長く見せ、目元
を際立たせる化粧効果に優れ、睫への繊維の付着性が良好で束付きや枝分かれのない均一
な化粧膜を形成させることができ、仕上がりの化粧膜のツヤ感に優れ、化粧膜の負担感が
なく、さらには、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちに優れた
水中油型睫用化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　睫用化粧料は、睫を上にカールすることや、睫を太く、長くみせることで、目元をはっ
きりと美しく際立たせることを目的として使用される化粧料である。
【０００３】
　従来、このような睫用化粧料は、固形状油分、例えばワックスと、粉体、皮膜形成剤、
水溶性高分子、繊維等を中心に構成されており、化粧品として求められる様々な使用性、
使用感、および機能性をもたせるために、種々の剤型および原料の配合検討が行われてき
た。
【０００４】
　特に、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果を演出する方法として、種々の繊維の
配合検討が行われてきた。例えば、ポリプロピレン繊維と油溶性樹脂を配合することで、
睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果や睫を上にカールしたまま固定することで目元
を際立たせるといった化粧効果を高める技術（例えば特許文献１参照）が知られていた。
【０００５】
　また、油溶性皮膜形成性樹脂と揮発性油剤および繊維を配合することで睫を長く見せ、
目元を際立たせる化粧効果とその持続性の向上および均一な仕上がり膜を得る技術（例え
ば特許文献２参照）が知られていた。さらに、製品中での分散性を向上し、均一な化粧膜
を形成させ、また繊維の付着性を均一にさせるためにフッ素化合物で表面処理した繊維を
用いる技術（例えば特許文献３参照）が知られていた。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の技術では、睫を長く見せ、また睫を上にカールさせ目元を
際立たせる化粧効果は得られるものの、配合するポリプロピレン繊維が固いため、配合量
が増加すると化粧膜の負担感が大きくなるといった欠点があった。また、特許文献２の技
術では、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果とその持続性の向上や、均一な仕上が
り膜を得ることができるものの、樹脂の配合量が増加するにつれ、化粧膜の負担感が大き
くなり、さらに、繊維の配合量を増加させると、化粧膜のにじみのなさは演出できるもの
の、繊維自体が目元に落ちてきてしまい、繊維の化粧持ちが悪化するといった欠点があっ
た。さらに、特許文献３の技術では、均一な化粧膜と付着性の向上を演出することができ
るものの、繊維自体が白いため、分散性があがることにより、化粧膜が白ぼけてしまい、
化粧膜のツヤ感が失われるといった欠点があった。また、これらの繊維を配合する際に、
バルク粘度が高く、繊維を分散するために大きなせん断（シェア）力がかかると繊維が湾
曲してしまい、繊維の化粧持ちが悪化したり、化粧膜の均一性が失われることがあった。
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－８３５７７号公報
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【特許文献２】特開２００２－１５４９３２号公報
【特許文献３】特許第３４０９１９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、繊維を配合していながら、このものの睫への付着性が良好で、束付きや枝分か
れのない均一な化粧膜を形成させることができ、仕上がりの化粧膜のツヤ感に優れ、化粧
膜の負担感がなく、さらには、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧
持ちに優れた睫用化粧料の開発が望まれており、このような化粧料を提供することが本発
明の課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記課題を解決した睫用化粧料を得るべく鋭意研究を行った結果、繊維と
してナイロン１２であるものを選び、これを水不溶性皮膜形成ポリマーと組み合わせ、更
にその稠度を特定の範囲とした水中油型睫用化粧料は、湾曲することなく睫に付着し、睫
を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果に優れ、睫への繊維の付着性が良好で束付きや枝
分かれのない均一な化粧膜を形成させることができるものであること、しかもこのものは
化粧膜のツヤ感に優れ、化粧膜の負担感がなく、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこ
ないものであることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）
　（Ａ）ナイロン１２繊維
　（Ｂ）水不溶性皮膜形成ポリマー
　（Ｃ）水
　（Ｄ）油性成分
を配合し、２号アルミコーンを用いて３０℃にて測定した稠度値が１７０～３５０である
ことを特徴とする水中油型睫用化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の水中油型睫用化粧料は、柔軟性に富み、睫に塗布する際、湾曲することなく均
一に睫に付着するナイロン１２繊維を使用し、かつその稠度を上記の範囲としたものであ
るため、湾曲することなく睫に付着し、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果に優れ
、睫への繊維の付着性が良好で束付きや枝分かれのない均一な化粧膜を形成させることが
できるものである。また、仕上がりの化粧膜のツヤ感に優れ、化粧膜の負担感がなく、さ
らには、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちに優れた睫用化粧
料となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の水中油型睫用化粧料に用いられる成分（Ａ）は、柔軟性に富み、睫に塗布する
際、湾曲することなく均一に睫に付着するため、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効
果、束付きや枝分かれのない均一な化粧膜の形成、仕上がりの化粧膜のツヤ感、化粧膜の
負担感のなさ、および繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちを演
出するものである。ここで、「ナイロン１２」とは、ラウリルラクタムを開環重縮合した
ポリアミドである。
【００１３】
　本発明に用いられる成分（Ａ）の繊維は、ＪＩＳ－Ｌ１０１５に記載の方法でその伸度
を測定したときに、７０％以上の伸度を示すものであることが、化粧膜の負担感のなさや
、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちを演出する点で好ましく
、特に伸度８０％以上のものであることがより好ましい。
【００１４】
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　また、本発明に用いられる成分（Ａ）の繊維の太さは、０.１～２０デシテックス（以
下、単に「ｄｔｅｘ」と示す）であることが、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果
や、化粧膜の負担感のなさの点で好ましく、１～１０ｄｔｅｘがより好ましい。
【００１５】
　更に、本発明に用いられる成分（Ａ）の繊維の長さは、０.１～５ｍｍであることが、
睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果や、化粧膜の負担感がなく、さらには、繊維が
睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちの点で好ましく、０.５～３ｍｍ
であることがより好ましい。
【００１６】
　更にまた、本発明に用いられる成分（Ａ）の繊維の断面形状は特に制限されず、様々な
形状の繊維が使用できる。この様々な形状の中には、通常の繊維の断面形状である円やだ
円とは違う形の形状のもの、すなわち異形のものが含まれる。そして、例えば、断面形状
がＴ型やＹ型の異形のものを用いると、光の乱反射が生じることにより、仕上がりの化粧
膜のツヤ感が著しく向上する。また更に、成分（Ａ）の繊維は、フッ素化合物、シリコー
ン系油剤、金属石ケン、界面活性剤、油脂、炭化水素、無水ケイ酸等を用いて公知の方法
により表面処理したものを使用することもでき、このような表面処理したものを利用する
ことが、分散性や付着性が向上し、束付きや枝分かれのない均一な化粧膜の形成や、繊維
が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちを向上の点から好ましい。これ
ら表面処理剤の中でも、特に、無水ケイ酸が好ましい。
【００１７】
　上記した成分（Ａ）の繊維は、本発明の水中油型睫用化粧料中に０.１～６質量％（以
下、単に「％」と示す）程度配合することが、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果
、束付きや枝分かれのない均一な化粧膜の形成、仕上がりの化粧膜のツヤ感、および化粧
膜の負担感のなさの点で好ましく、１～４％がより好ましい。
【００１８】
　本発明に用いられる、成分（Ｂ）の水不溶性皮膜形成ポリマーは、化粧料を塗布した際
に皮膜を形成する樹脂や重合体であれば特に限定されず、天然、半合成、合成であっても
、水不溶性であればいずれのものも使用することができる。また、水不溶性皮膜形成ポリ
マーを成分（Ｃ）を含む水性溶媒に分散して用いることもできる。
【００１９】
　本発明においてポリマーエマルションは、乳化重合法や、コアシェル重合法、ラジカル
重合法等の一般的な重合法で重合物を得ることができる。なお、水性溶媒とは、水を主成
分とし、多価アルコール等の親水性成分を含有してもよい溶媒を意味する。
【００２０】
　水不溶性皮膜形成ポリマーとしては、例えば、アクリル酸アルキル共重合体、アクリル
酸アルキル重合体、メタクリル酸アルキル共重合体、メタクリル酸アルキル重合体、アク
リル酸アルキル・メタクリル酸アルキル共重合体、酢酸ビニル重合体、アクリル酸アルキ
ル・スチレン共重合、メタアクリル酸アルキル・スチレン共重合体、ビニルピロリドン・
スチレン共重合体、オルガノポリシロキサン重合体等が挙げられる。
【００２１】
　また、上記の重合体または共重合体の１種または２種以上を水性溶媒に分散したポリマ
ーエマルションとして、例えば、アクリル酸アルキル共重合体、アクリル酸アルキル重合
体、メタクリル酸アルキル共重合体、メタクリル酸アルキル重合体、アクリル酸アルキル
・メタクリル酸アルキル共重合体、酢酸ビニル重合体、アクリル酸アルキル・スチレン共
重合体、メタアクリル酸アルキル・スチレン共重合体、ビニルピロリドン・スチレン共重
合体、オルガノポリシロキサン重合体等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を水性溶
媒に分散したポリマーエマルションとしては、例えば、アクリル酸アルキル共重合体エマ
ルション、アクリル酸アルキル重合体エマルション、メタクリル酸アルキル共重合体エマ
ルション、メタクリル酸アルキル重合体エマルション、アクリル酸・アクリル酸アルキル
共重合体エマルション、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体エマルション、メタ
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クリル酸・アクリル酸アルキル共重合体エマルション、メタクリル酸・メタクリル酸アル
キル共重合体エマルション、アクリル酸アルキル・スチレン共重合体エマルション、メタ
クリル酸アルキル・スチレン共重合体エマルション、酢酸ビニル重合体エマルション、酢
酸ビニル含有共重合体エマルション、ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマルション
、オルガノポリシロキサン重合体エマルション等が挙げられ、これらの１種又は２種以上
を使用することができる。
【００２２】
　本発明に用いられる、成分（Ｂ）の水不溶性皮膜形成ポリマーの中でも、酢酸ビニル重
合体、ビニルピロリンドン・スチレン共重合体エマルションが好ましい。
【００２３】
　本発明に用いられる、成分（Ｂ）の市販品として、アクリル酸アルキル共重合体エマル
ションとしてはＡＣＵＲＹＮ３３Ａ（ロームアンドハース社製）、ヨドゾールＧＨ８００
、ヨドゾールＧＨ８１０、ヨドゾールＧＨ４１Ｆ（日本エヌエスシー社製）、酢酸ビニル
重合体エマルションとしては、ビニブランＧＶ－５６５１（日信化学工業社製）、ビニル
ピロリドン・酢酸ビニル共重合体としてはＰＶＰ／ＶＡＥ－７３５（ＩＳＰ社製）、アク
リル酸・メタクリル酸・アクリル酸エチルヘキシル共重合体としてはダイトゾール５００
０ＳＪ（大東化成工業社製）、ビニルピロリドン・スチレン共重合体としては、ＡＮＴＡ
ＲＡ４３０（ＩＳＰ社製）等が挙げられる。
【００２４】
　この成分（Ｂ）である水不溶性皮膜形成ポリマーの本発明の水中油型睫用化粧料中での
配合量は、固形分濃度として０.５～２５％が好ましく、１～１５％がより好ましい。こ
の範囲であれば、仕上がりの化粧膜のツヤ感、および繊維が睫からはがれずに目元に落ち
てこないといった化粧持ちが飛躍的に向上する。
【００２５】
　本発明に用いられる、成分（Ｃ）である水の本発明の水中油型睫用化粧料中での配合量
は、特に限定されないが、３０～７５％が好ましく、３５～６５％が更に好ましい。この
範囲であれば、睫への付着性や使用時のなめらかさ、化粧膜の均一性の点で満足のいくも
のが得られる。
【００２６】
　本発明に用いられる、成分（Ｄ）の油性成分としは、動物油、植物油、合成油等の起源
、および、固形油、半固形油、液体油等の性状を問わず、炭化水素類、油脂類、ロウ類、
硬化油類、エステル油類、脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ素系油類
、ラノリン誘導体類、油性ゲル化剤類、油溶性樹脂、揮発性油剤等が挙げられる。
【００２７】
　　具体的には、流動パラフィン、スクワラン、ワセリン、パラフィンワックス、セレシ
ンワックス、マイクロクリスタリンワックス、エチレンプロピレンコポリマー、モンタン
ワックス、フィッシャトロプスワックス等の炭化水素類、モクロウ、オリーブ油、ヒマシ
油、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類、ミツロウ、カルナウバワックス、キャ
ンデリラワックス、ゲイロウ等のロウ類、ホホバ油、セチルイソオクタネート、ミリスチ
ン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、トリオ
クタン酸グリセリル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ジグリ
セリル、トリベヘン酸グリセリル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジオクタン酸ネオペンチ
ルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（
コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）等のエステル類、ステアリルアルコール、
セチルアルコール、ラウリルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコー
ル、ベヘニルアルコール等の高級アルコール類、メチルフェニルポリシロキサン、フッ素
変性オルガノポリシロキサン等のシリコーン類、パーフルオロデカン、パーフルオロオク
タン、パーフルオロポリエーテル等のフッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリ
ン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコール等のラノリン誘導体、オクタン酸デキストリ
ン、ラウリン酸デキストリン、パルミチン酸デキストリン、ミリスチン酸デキストリン、
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ステアリン酸デキストリン、ベヘニン酸デキストリン、ヤシ油脂肪酸デキストリン、（
パルミチン酸／ オクタン酸） デキストリン、蔗糖脂肪酸エステル、デンプン脂肪酸エス
テル、１２－ヒドロキシステアリン酸、ステアリン酸カルシウム等の油性ゲル化剤類、テ
ルペン酸系樹脂（ロジン酸ペンタエリスリット等）、トリメチルシロキシケイ酸、キャン
デリラレジン（ここで、キャンデリラレジンとは、キャンデリラワックスを有機溶剤にて
分別抽出して得られる樹脂分で、樹脂分が好ましくは６５％以上、更に好ましくは８５％
以上の割合で含有されるものである。）、ポリイソブチレン、水添ロジン酸ペンタエリス
リチル、特定のアクリル酸アルキルメチルポリシロキサンエステル等の油溶性樹脂、軽質
流動イソパラフィン、イソドデカン等の炭化水素油、デカメチルシクロペンタシロキサン
、オクタメチルシクロテトラシロキサン、メチルトリメチコン、低重合度ジメチルポリシ
ロキサン等のシリコーン類等の揮発性油剤等が挙げられる。
【００２８】
　上記した成分（Ｄ）の油性成分のうち、固形油および油溶性樹脂が好ましく、睫を長く
見せ、目元をきわだたせる効果と繊維の化粧持ちの点で良好である。また、成分（Ｄ）で
ある油性成分の本発明の水中油型睫用化粧料中での配合量は、１～２５％が好ましい。こ
の範囲であると、睫を長く見せ、目元を際立たせる効果と繊維の化粧持ちの点で良好であ
る。
【００２９】
　本発明の水中油型睫用化粧料は、上記成分を配合する他、水中油型睫用化粧料とした後
の稠度が、ＪＩＳ－Ｋ２２２０に基づき、２号アルミコーンを用いて３０℃で測定した稠
度値（以下、「稠度値（３０℃）」という）として１７０～３５０であるものであり、好
ましくは、稠度値（３０℃）として１８０～３００であるものである。この範囲とするこ
とで、成分（Ａ）の繊維が、湾曲することなく睫に付着し、睫を長く見せ、目元を際立た
せる化粧効果、束付きや枝分かれのない均一な化粧膜の形成、および繊維が睫からはがれ
ずに目元に落ちてこないといった化粧持ちを演出することができる。
【００３０】
　本発明の水中油型睫用化粧料は、液状、半固形状又は固形状の油剤や油溶性化合物であ
る油性成分を水系に分散、乳化した睫用化粧料であって、上記した成分（Ａ）、（Ｂ）、
（Ｃ）および（Ｄ）を含み、その稠度値（３０℃）を上記範囲としたものである。この水
中油型睫用化粧料の製造は、公知の水中油型化粧料の製造方法に従って実施することがで
きる。
【００３１】
　本発明の水中油型睫用化粧料の製造に当たっては、上記の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）
および（Ｄ）の他に、通常化粧料に使用される成分、例えば感触調整や着色成分としての
粉体、ロングラッシュ効果を得る成分として繊維、乳化剤としての界面活性剤、保湿とし
ての水性成分、紫外線吸収剤、保湿剤、褪色防止剤、酸化防止剤、消泡剤、美容成分、防
腐剤、香料などを本発明の効果を損なわない範囲で適宜配合することができる。
【００３２】
　粉体成分としては、板状、紡錘状、針状等の形状、煙霧状、微粒子、顔料級などの粒子
径、多孔質、無孔質等の粒子構造等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、
有機粉体類、色素粉体類、複合粉体類等が挙げられる。具体的には、コンジョウ、群青、
ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、酸化セリウ
ム、酸化マグネシウム、酸化ジルコニウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、酸化ク
ロム、水酸化クロム、カーボンブラック、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、ケ
イ酸アルミニウムマグネシウム、マイカ、合成マイカ、合成セリサイト、セリサイト、タ
ルク、カオリン、シリカ、炭化珪素、硫酸バリウム、窒化硼素等の無機粉体類、オキシ塩
化ビスマス、雲母チタン、酸化鉄コーティング雲母、酸化鉄雲母チタン、有機顔料処理雲
母チタン、アルミニウムパウダー等の光輝性粉体類、ステアリン酸マグネシウム、ステア
リン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン、ナイロン等の有機粉体類、有機タール系顔料、有機色素
のレーキ顔料等の色素粉体類、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛被覆雲
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母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含有二酸
化珪素等の複合粉体、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末、ポ
リエチレンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタレー
ト・ポリメチルメタクリレート積層フィルム末等が挙げられ、これらを１種又は２種以上
を用いることができる。また、これら粉体は１種又は２種以上の複合化したものを用いて
も良く、フッ素化合物、シリコーン系油剤、金属石ケン、界面活性剤、油脂、炭化水素等
を用いて公知の方法により表面処理したものを用いても良い。
【００３３】
　成分（Ａ）以外の繊維としては、化粧料に一般に使用されるものであれば特に制限され
ず、ポリエステル等の合成繊維、レーヨン等の人造繊維、セルロース等の天然繊維、アセ
テート人絹等の半合成繊維等が挙げられる。これらの繊維は、必要に応じて表面処理を施
して使用される。表面処理剤としてはフッ素化合物、シリコーン油、粉体、油剤、ゲル化
剤、エマルションポリマー、界面活性剤等が挙げられる。
【００３４】
　水を分散させる乳化剤として使用される界面活性剤としては、水中油型化粧料一般に用
いられている界面活性剤であればいずれのものも使用でき、非イオン性界面活性剤、アニ
オン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤等が挙げられる。
【００３５】
　非イオン界面活性剤としては、例えば、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂
肪酸の無機および有機塩、グリセリン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加
物、ポリグリセリン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、プロピレング
リコール脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビタン脂肪酸エステ
ル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビトールの脂肪酸エステル及びそのアルキ
レングリコール付加物、ポリアルキレングリコール脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸エステル
、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、グリセリンアルキルエーテル、ポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ラノリンのアルキ
レングリコール付加物、ポリオキシアルキレンアルキル共変性オルガノポリシロキサン、
ポリエーテル変性オルガノポリシロキサン等が挙げられる。
【００３６】
　アニオン性界面活性剤としては、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂肪酸の
無機及び有機塩、アルキルベンゼン硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、α－オレフィンスル
ホン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、α－スルホン化脂肪酸塩、アシルメチルタウリ
ン塩、Ｎ－メチル－Ｎ－アルキルタウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸
塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩、アルキル燐酸塩、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル燐酸塩
、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－アルキルアミノ酸塩、ο－アルキル置換リン
ゴ酸塩、アルキルスルホコハク酸塩等が挙げられる。
【００３７】
　カチオン界面活性剤としては、例えば、アルキルアミン塩、ポリアミン及びアルカノー
ルアミン脂肪酸誘導体、アルキル四級アンモニウム塩、環式四級アンモニウム塩等が挙げ
られる。
【００３８】
　両性界面活性剤としては、アミノ酸タイプやベタインタイプのカルボン酸型、硫酸エス
テル型、スルホン酸型、リン酸エステル型のものがあり、人体に対して安全とされるもの
が使用できる。例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アルキル－Ｎ－カルボキシルメチルアン
モニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキレンカルボン酸、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ
アルキル－Ｎ－スルフォアルキレンアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ
－ビス（ポリオキシエチレン硫酸）アンモニウムベタイン、２－アルキル－１－ヒドロキ
シエチル－１－カルボキシメチルイミダゾリニウムベタイン、レシチン等が挙げられる。
【００３９】
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　水性成分としては、水に可溶な成分であれば何れでもよく、例えば、エチルアルコール
、ブチルアルコール等の低級アルコール、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリ
コール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール等のグリコール類、グリセリ
ン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、アロエベラ、ウイッチヘーゼル
、ハマメリス、キュウリ、レモン、ラベンダー、ローズ等の植物抽出液が挙げられる。水
溶性高分子としては、グアーガム、コンドロイチン硫酸ナトリウム、ヒアルロン酸ナトリ
ウム、アラビアガム、アルギン酸ナトリウム、カラギーナン等の天然系のもの、メチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース等の半合成系のも
の、カルボキシビニルポリマー、アルキル付加カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル
酸ナトリウム等の合成系のものを挙げることができる。タンパク質、ムコ多糖、コラーゲ
ン、エラスチン、ケラチン等の他の保湿剤を含有する事もできる。
【００４０】
　紫外線吸収剤としては、例えばベンゾフェノン系、ＰＡＢＡ系、ケイ皮酸系、サリチル
酸系、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、オキシベンゾン等、
保湿剤としては、例えばタンパク質、ムコ多糖、コラーゲン、エラスチン、ケラチン等、
酸化防止剤としては、例えばα－トコフェロール、アスコルビン酸等、美容成分としては
、例えばビタミン類、消炎剤、生薬等、防腐剤としては、例えばパラオキシ安息香酸エス
テル、フェノキシエタノール等が挙げられる。
【００４１】
　斯くして得られる本発明の水中油型睫毛用化粧料は、マスカラ、マスカラ下地、マスカ
ラオーバーコートなどに応用でき、その形態としては、クリーム状、ゲル状、液状等が挙
げられるが、中でもクリーム状が好ましく、外観は、半透明、不透明それぞれの化粧料と
して使用することができる。
【実施例】
【００４２】
　以下に実施例をあげて本発明を詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限定するも
のではない。
【００４３】
実　施　例　１
　　　水中油型睫用化粧料：
　表１に示す処方および下記製法で、本発明品１～９および比較品１～６の油性睫用化粧
料を調製した。これらの化粧料について、下記ａ～ｆの評価項目について、評価した。そ
の結果も併せて表１に示す。
【００４４】



(9) JP 5248893 B2 2013.7.31

10

20

30

40

50

【表１】

　　※1：ビニブランＧＶ－５６５１（日信化学工業（株）製）固形分３５％
　　※2：４.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度８２％、断面丸型、未処理
　　※3：１３.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度９７％、断面丸型、未処理
　　※4：４.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度８２％、断面Ｔ型、未処理
　　※5：４.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度８２％、断面丸型、無水ケイ酸２％処理
　　※6：３ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度５９％、断面丸型、未処理
　　※7：６.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度６９％、断面丸型、未処理
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　　※8：１６.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度７９％、断面丸型、未処理
　　※9：６.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度５５％、断面丸型、未処理
　　※10：６.５ｄｔｅｘ、２ｍｍ、伸度２０％、断面丸型、未処理
【００４５】
　（　製　法　）
　　Ａ．成分（１）～（４）を８０℃で均一に加熱溶解する。
　　Ｂ．成分（５）～（１８）を均一に混合し８０℃に加熱する。
　　Ｃ．ＢにＡを加え乳化する。
　　Ｄ．Ｃを容器に充填し水中油型睫用化粧料を得た。
【００４６】
　（　評価項目　）
　　ａ．睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果
　　ｂ．束付きや枝分かれのない化粧膜の均一性
　　ｃ．化粧膜のツヤ感
　　ｄ．化粧膜の負担感のなさ
　　ｅ．繊維の化粧持ち
　　ｆ．稠度値（３０℃）
【００４７】
　（　評価方法　）
　ａ～ｅの項目については、各試料について専門パネル２０名による使用テストを行った
。パネル各人が下記絶対評価にて７段階に評価し評点をつけ、各試料についてパネル全員
の評点合計からその平均値を算出し、下記４段階判定基準により判定した。尚、ｅの繊維
の化粧持ちについては各試料を睫に塗布し、パネルに通常の生活をしてもらった後、６時
間後に繊維が睫から落ちて下瞼や他の部位に付着していないかどうかで評価した。また、
項目ｆについては、稠度計（日本油試験機工業株式会社製）を用い、ＪＩＳ－Ｋ２２２０
に基づき、２号アルミコーンを用いて測定した値を示した。
【００４８】
　　＜絶対評価基準＞
　　　評　点　：　評　価
　　　　６　　：　非常に良い
　　　　５　　：　良い
　　　　４　　：　やや良い
　　　　３　　：　普通
　　　　２　　：　やや悪い
　　　　１　　：　悪い
　　　　０　　：　非常に悪い
【００４９】
　　＜４段階判定基準＞
　　　判　定　：　評点の平均点
　　　　◎　　：　５点を超える（非常に良好）
　　　　○　　：　３.５点を超え５点以下（良好）
　　　　△　　：　１点を超え３.５点以下（やや不良）
　　　　×　　：　１点以下（不良）
【００５０】
　表１の結果から明らかな如く、本発明品１～９の水中油型睫用化粧料は、比較品１～６
の水中油型睫用化粧料に比べ、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧効果、束付きや枝分
かれのない化粧膜の均一性、化粧膜のツヤ感、化粧膜の負担感のなさ、繊維の化粧持ちの
全てにおいて優れたものであった。これに対して、成分（Ｂ）の水不溶性皮膜形成ポリマ
ーが配合されていない比較品１では、束付きや枝分かれのない化粧膜の均一性、繊維の化
粧持ちの点で、ナイロン－６繊維を配合した比較品２、３、４では、束付きや枝分かれの
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ない化粧膜の均一性、化粧膜のツヤ感、化粧膜の負担感のなさの点で、ポリプロピレン繊
維を配合した比較例５では、化粧膜の負担感のなさの点で、レーヨン繊維を配合した比較
品６では、化粧膜のツヤ感、化粧膜の負担感のなさ、繊維の化粧持ちの点で満足のいくも
のが得られなかった。
【００５１】
　具体的には、比較品１のものでは、繊維が目元に落ちてきてしまうという問題が、比較
品２～４においては、化粧膜が白ぼけてしまい、ツヤ感がなくなり目元を際立たせる化粧
効果が落ちる、繊維が曲がって付いてしまうためきれいな化粧膜を形成しない等の問題が
あった。また、比較品５においては、繊維が硬いため、違和感を感じる化粧膜になるとい
う問題が、比較品６においては、化粧膜が白ぼけてしまい、ツヤ感がなくなり目元を際立
たせる化粧効果が落ちるという問題や、さらに繊維が曲がって付いてしまうためきれいな
化粧膜を形成しないという問題があった。
【００５２】
実　施　例　２
　　　水中油型睫用化粧料：
　下記組成および製法により、水中油型睫毛用化粧料を調製した。
【００５３】
（　処　方　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　（１）カルナウバワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　（２）セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　（３）モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（２０Ｅ.Ｏ）　　 　４
　（４）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
　（５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
　（６）アクリル酸アルキル共重合体ポリマーエマルション※１１　　　　　１０
　（７）ナイロン－１２繊維※１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
　（８）ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　（９）シリコーン処理雲母チタン※１３　　　　　　　　　　　　　　　１０
（１０）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１１）ローズマリーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
（１２）パラオキシ安息香酸メチルエステル　　　　　　　　　　　　　　　０.１
（１３）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.２
　　※11：ＹＯＤＯＳＯＬ　ＧＨ８１０（日本エヌエスシー（株）製）固形分４５％
　　※12：４.５ｄｔｅｘ、１ｍｍ、伸度８２％、断面Ｙ型、無水ケイ酸５％処理
　　※13：ジメチコン２％処理　ＦＬＡＭＥＮＣＯ　ＲＥＤ（エンゲルハート社製）
【００５４】
（　製　法　）
　　Ａ．成分（１）～（４）を８０℃で均一に加熱溶解する。
　　Ｂ．成分（５）～（１３）を均一に混合し８０℃に加熱する。
　　Ｃ．ＢにＡを加え乳化する。
　　Ｄ．Ｃを容器に充填し水中油型睫用化粧料を得た。
【００５５】
　以上のようにして得られた水中油型睫用化粧料は、睫を長く見せ、目元を際立たせる化
粧効果、束付きや枝分かれのない化粧膜の均一性、化粧膜のツヤ感、化粧膜の負担感のな
さ、繊維の化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。また、実施例１のようにして測
定した水中油型睫用化粧料の３０℃における稠度値は１７０であった。
【００５６】
実　施　例　３
　　　水中油型マスカラ下地：
　下記組成および製法により、水中油型マスカラ下地を調製した。
【００５７】
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（　処　方　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　（１）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　（２）キャンデリラワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　（３）アクリル酸アルキル共重合体ポリマーエマルション※１１　　 　　 ５
　（４）ビニルピロリドン・スチレン共重合体ポリマーエマルション※１４　２０
　（５）ポリ酢酸ビニルポリマーエマルション※１　　　　　 　　　 　　　１
　（６）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
　（７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
　（８）水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
　（９）着色ナイロン－１２繊維※１５　　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
（１０）黄色４号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.０５
（１１）酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.５
（１２）炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　※14：ＡＮＴＡＲＡ４３０（ＩＳＰ社製）固形分４０％
　　※15：４.５ｄｔｅｘ、４ｍｍ、伸度８２％、断面丸型、未処理、青色１号０.０５％
　　　　　で染色
【００５８】
　（　製　法　）
　　Ａ．成分（１）～（２）を８０℃で均一に加熱溶解する。
　　Ｂ．成分（３）～（１２）を均一に混合し８０℃に加熱する。
　　Ｃ．ＢにＡを加え乳化する。
　　Ｄ．Ｃを容器に充填し水中油型マスカラ下地を得た。
【００５９】
　以上のようにして得られた水中油型マスカラ下地は、睫を長く見せ、目元を際立たせる
化粧効果、束付きや枝分かれのない化粧膜の均一性、化粧膜のツヤ感、化粧膜の負担感の
なさ、繊維の化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。また、実施例１のようにして
測定した水中油型マスカラ下地の３０℃における稠度値は３５０であった。
【００６０】
実　施　例　４
　　　水中油型マスカラオーバーコート：
　下記組成および製法により、水中油型マスカラ下地を調製した。
【００６１】
（　処　方　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　（１）パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　（２）トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　５
　（３）ポリブテン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
　（４）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　１
　（５）デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.２
　（６）アクリル酸アルキル共重合体ポリマーエマルション※１６　　　　　　６０
　（７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
　（８）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１.２
　（９）着色ナイロン－１２繊維※３　　　　　　　　　　　  　　　　　　　２
（１０）着色干渉繊維※１７　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　０.３
（１１）酸化チタン被覆ガラス末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１２）ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末　　　　１
（１３）カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.０５
（１４）キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.５
（１５）トレハロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
（１６）ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１７）酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.１
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　　※16：ＹＯＤＯＳＯＬ　ＧＨ８００（日本エヌエスシー（株）製）固形分４５％
　　※17：ポリエチレンテレフタレート、ナイロンを特開平１１－１８２９に従い、５１
　　　　層に積層したもの、５デニール、１ｍｍ、断面丸型、赤色１０２号０.１％で
　　　　染色
【００６２】
（　製　法　）
　　Ａ．成分（１）～（２）を８０℃で均一に加熱溶解する。
　　Ｂ．成分（３）～（１２）を均一に混合し８０℃に加熱する。
　　Ｃ．ＢにＡを加え乳化する。
　　Ｄ．Ｃを容器に充填し水中油型マスカラオーバーコートを得た。
【００６３】
　以上のようにして得られた水中油型マスカラオーバーコートは、睫を長く見せ、目元を
際立たせる化粧効果、束付きや枝分かれのない化粧膜の均一性、化粧膜のツヤ感、化粧膜
の負担感のなさ、繊維の化粧持ちの全てにおいて優れたものであった。また、実施例１の
ようにして測定した、水中油型マスカラオーバーコートの３０℃における稠度値は３００
であった。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本願発明の水中油型睫毛用化粧料は、柔軟性に富む繊維を含み、睫に塗布する際、この
繊維が湾曲することなく均一に睫に付着するため、睫を長く見せ、目元を際立たせる化粧
効果に優れたものであり、更に、睫への繊維の付着性が良好で束付きや枝分かれのない均
一な化粧膜を形成させることができる。
【００６５】
　従って、本発明の水中油型睫毛用化粧料は、仕上がりの化粧膜のツヤ感に優れ、化粧膜
の負担感がなく、繊維が睫からはがれずに目元に落ちてこないといった化粧持ちに優れた
ものとして、マスカラ、マスカラ下地、マスカラオーバーコートなどにすることのできる
ものである。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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